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【発行日】平成22年4月22日(2010.4.22)

【公表番号】特表2009-524337(P2009-524337A)
【公表日】平成21年6月25日(2009.6.25)
【年通号数】公開・登録公報2009-025
【出願番号】特願2008-551194(P2008-551194)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｓ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｓ   5/02    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月2日(2010.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチソースの空間情報を用いてソースマッピング情報を生成する段階と、
　前記ソースマッピング情報及びサラウンド効果のフィルター情報を用いて少なくとも一
つのレンダリング情報を生成する段階と、
　少なくとも一つの前記レンダリング情報の隣接するレンダリング情報を用いて前記少な
くとも一つのレンダリング情報の補間を行う段階と、
　を含むことを特徴とする信号処理方法。
【請求項２】
　前記補間は、時間ドメイン、周波数ドメイン及びＱＭＦドメインの一つで行われること
を特徴とする、請求項１に記載の信号処理方法。
【請求項３】
　前記補間は、前記隣接するレンダリング情報間で線形的に行なわれることを特徴とする
、請求項１に記載の信号処理方法。
【請求項４】
　前記補間は、前記少なくとも一つのレンダリング情報が存在する特定の位置の以前の値
、デフォルト値、ならびに前記以前の値および前記デフォルト値の組合せのうち少なくと
も一つを使用することによって行われることを特徴とする、請求項１に記載の信号処理方
法。
【請求項５】
　前記少なくとも一つのレンダリング情報が生成された第１周波数帯域から第２周波数帯
域に前記少なくとも一つのレンダリング情報を拡張する段階をさらに含むことを特徴とす
る、請求項１に記載の信号処理方法。
【請求項６】
　少なくとも一つの前記補間が行われたレンダリング情報を、前記マルチソースをダウン
ミックスして生成されたダウンミックス信号に適用し、前記サラウンド効果を有するサラ
ウンド信号を生成する段階をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載の信号処理方
法。
【請求項７】
　前記フィルター情報は、ＨＲＴＦフィルター情報と使用者の選択によって決定された値
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のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする、請求項６に記載の信号処理方法。
【請求項８】
　マルチソースの空間情報を用いてソースマッピング情報を生成するソースマッピング部
と、
　前記ソースマッピング情報及びサラウンド効果のフィルター情報を用いて少なくとも一
つのレンダリング情報を生成する合成部と、
　少なくとも一つの前記レンダリング情報の隣接するレンダリング情報を用いて前記少な
くとも一つのレンダリング情報の補間を行う補間部と、
　を含むことを特徴とする信号処理装置。
【請求項９】
　前記補間部は、時間ドメイン、周波数ドメイン及びＱＭＦドメインのうち一つで前記少
なくとも一つのレンダリング情報の補間を行うことを特徴とする、請求項８に記載の信号
処理装置。
【請求項１０】
　前記補間部は、前記隣接するレンダリング情報間で線形的に補間を行うことを特徴とす
る、請求項８に記載の信号処理装置。
【請求項１１】
　前記補間部は、前記少なくとも一つのレンダリング情報が存在する特定の位置の以前の
値、デフォルト値、ならびに前記以前の値および前記デフォルト値の組合せのうち少なく
とも一つを使用することによって補間を行うことを特徴とする、請求項８に記載の信号処
理装置。
【請求項１２】
　前記補間部は、前記少なくとも一つのレンダリング情報が生成された第１周波数帯域か
ら第２周波数帯域に前記少なくとも一つのレンダリング情報を拡張することを特徴とする
、請求項８に記載の信号処理装置。
【請求項１３】
　前記補間部は、前記第１周波数帯域のレンダリング情報と同じ値を用いて拡張を行うこ
とを特徴とする、請求項１２に記載の信号処理装置。
【請求項１４】
　前記補間が行われたレンダリング情報を、前記マルチソースをダウンミックスして生成
されたダウンミックス信号に適用し、サラウンド効果を有するサラウンド信号を生成する
レンダリング部をさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載の信号処理装置。
【請求項１５】
　前記フィルター情報は、ＨＲＴＦフィルター情報と使用者の選択によって決定された値
のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする、請求項１４に記載の信号処理装置。
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